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市
外
に
い
な
が
ら
多
様
な
形

　
　
　
で
関
わ
る
「
関
係
人
口
」
は

本
市
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
重
要
性

を
持
つ
か
。

　
　
　
関
係
人
口
の
創
出
は
、
地
域

　
　
　
の
活
性
化
や
福
祉
の
向
上
な

ど
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
取
り

組
み
を
補
完
し
、
さ
ら
に
発
展
可
能

な
事
業
で
あ
り
、
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
施
策
に
お
い
て
は
、

　
　
　
ど
の
よ
う
な
点
に
重
点
を
置

く
か
。

　
　
　
関
係
人
口
施
策
は
多
岐
に
わ

　
　
　
た
る
こ
と
か
ら
、
県
内
を
は

じ
め
全
国
の
先
行
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
国
の
財
政
支
援
を
注
視
し

つ
つ
必
要
な
検
討
を
進
め
る
。

思
民
制
度
の
今
後
は

　
　
　
本
市
で
は
、
関
係
人
口
施
策

　
　
　
と
し
て
「
陸
前
高
田
思
民
制

度
」
を
創
設
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

お
い
て
使
途
目
的
の
指
定
寄
付
を

募
っ
て
き
た
。
今
後
の
関
係
人
口
施

策
へ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、
残

額
と
活
用
方
針
は
。

　
　
　
残
額
は
、
令
和
６
年
度
末
に

　
　
　
お
い
て
、
約
６
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
本
市
の
魅

力
を
積
極
的
に
発
信
し
、
新
た
な
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
や
こ
れ

ま
で
の
つ
な
が
り
を
深
化
さ
せ
て
い

け
る
よ
う
活
用
し
て
い
き
た
い
。

関
係
人
口
創
出
の
意
義
は

　
市
民
生
活
を
補
完
す
る
取
り
組
み

佐
さ

々
さ

木
き

 良
りょう

 麻
ま

（とうほく未来創生）

こちらから視聴できます

　
　
　
令
和
６
年
度
の
財
政
調
整
基

　
　
　
金
の
取
り
崩
し
額
は
。

　
　
　
５
億
円
の
見
込
み
。
令
和
６

　
　
　
年
度
決
算
の
実
質
収
支
見
込

み
額
の
２
分
の
１
の
１
億
７
千
万
円

を
７
年
度
に
積
み
立
て
る
予
定
。

　
　
　
今
後
の
財
政
見
通
し
で
は
、

　
　
　
令
和
６
年
度
末
残
高
が
59
億

円
の
と
こ
ろ
、
９
年
度
末
ま
で
に
16

億
円
減
少
す
る
見
込
み
だ
。
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
経
済
の
低
迷
や
復
興
事
業
の

　
　
　
終
了
も
あ
り
、
財
政
規
律
ば

か
り
優
先
で
き
な
い
。
財
政
運
営
は
、

市
民
や
事
業
者
を
守
る
観
点
も
必
要

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
結

果
、
基
金
取
り
崩
し
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
　
　
中
長
期
財
政
計
画
は
、
経
済

　
　
　
変
動
が
あ
っ
て
も
示
す
こ
と

が
重
要
で
は
。

　
　
　
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
は
確

　
　
　
か
に
意
義
が
あ
る
。
計
画
と

な
れ
ば
、
精
度
の
高
い
現
状
分
析
か

ら
目
標
設
定
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
が
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

地
域
の
人
手
不
足
は

　
　
　
一
次
産
業
の
人
手
不
足
は
繁

　
　
　
忙
期
に
人
を
充
足
さ
せ
ら
れ

れ
ば
、
生
産
を
伸
ば
せ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
人
手
を
充

　
　
　
足
さ
せ
る
よ
う
な
場
当
た
り

的
な
考
え
で
は
な
く
、
生
産
加
工
体

制
の
合
理
化
な
ど
、
長
期
を
見
据
え

た
取
り
組
み
が
大
切
だ
。

財
調
基
金
減
の
要
因
は

　
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
結
果

木
き

 村
むら

  　聡
あきら

（とうほく未来創生）

こちらから視聴できます

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
２
月
下
旬
に
本
市

お
よ
び
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
林
野
火
災
を
受

け
、市
の
対
応
や
今
後
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
、

本
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
中
村
𠮷
雄
防
災

局
長
と
及
川
貴
美
人
消
防
長
か
ら
説
明
を
受
け

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
説
明
に
よ
る
と
大
船
渡
市
の
火
災
に
対
し
、

発
災
当
日
か
ら
支
援
本
部
を
立
ち
上
げ
、
避
難

者
受
け
入
れ
態
勢
の
準
備
や
物
資
提
供
、
福
祉

避
難
所
リ
ス
ト
の
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
迅
速
に
展
開
し
ま
し
た
。
本
市
職
員
の
派

遣
や
保
健
師
に
よ
る
避
難
者
の
健
康
調
査
等
に

尽
力
し
ま
し
た
。
本
市
消
防
署
員
は
防
災
ヘ
リ

へ
の
補
水
活
動
・
消
火
、
残
火
処
理
活
動
等
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
と
締
結
し
て
い
た
広
域
防
災

拠
点
施
設
利
用
協
定
に
基
づ
き
、
夢
ア
リ
ー
ナ

や
市
内
運
動
公
園
等
が
全
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た

緊
急
消
防
援
助
隊
の
宿
泊
・
休
息
場
所
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
広
域
的
な
連
携
に
よ
っ
て
現
場
活

動
が
円
滑
に
進
み
、
被
災
自
治
体
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
災
害
対

応
力
の
強
化
に
は
、
自
治
体
間
の
役
割
分
担
は

も
ち
ろ
ん
、
受
援
体
制
の
明
確
化
、
平
時
か
ら

の
広
域
連
携
訓
練
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
の
視
察
も
行

い
、
令
和
８
年
度
か
ら
県
内
29
市
町
村
が
参
加

予
定
の
消
防
通
信
指
令
業
務
が
共
同
運
用
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
広
域

化
に
よ
っ
て
通
報
を
受
け
る
職
員
の
土
地
勘
が

薄
く
な
る
不
安
の
声
に
対
し
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

の
活
用
に
よ
り
、
携
帯
電
話
で
も
半
径
数
メ
ー

ト
ル
の
誤
差
で
発
信
場
所
が
特
定
で
き
、
そ
の

情
報
が
各
消
防
車
両
等
に
も
伝
達
さ
れ
る
体
制

が
整
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
委
員
会
で
の
調
査
や
現
場
で
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

は
、
防
災
力
と
連
携
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
、

不
断
の
備
え
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
本
委
員
会
で
財
政
調
整
基

金
に
関
す
る
提
言
書
の
提
出
を
議
論
し
て
き
ま

し
た
が
、
全
議
員
か
ら
の
意
見
等
を
ふ
ま
え
、

今
任
期
中
の
提
出
を
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総　務

財政調整基金について

委 員 長　中　野　貴　徳

副委員長　木　村　　　聡

大和田　加代子

藤　倉　泰　治

鵜　浦　昌　也

所管事務調査

5
19 行財政運営について

6
24

林野火災における対応と

教訓について

関係人口創出事業であるイタルトコロ大学

ワカメ繁忙期のお手伝い

消防資機材の現地調査

大規模林野火災での本市の対応状況について

説明を受ける

　
所
管
事
務
調
査
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